
こんにちは。市長の藤本悦志です。コラム2回目
のテーマは病児・病後児保育事業です。
子どもの発熱やけがなどで、どうしても仕事を休

むことができず困った事はありませんか？　この
事業は病気の「回復期」または「回復期に至らない
場合」にお子さんを一時的に預かることで、保護者
の子育てと就労の両立を支援することを目的に実
施しています。
本市は甲田いづみこども園に病児・病後児保育

をお願いしており、先日保育現場を視察して来まし
た。
同施設では、保育士と看護師の方が病児・病後

児保育に当たられており、病気の子どもでも安心し
て預けることができる環境が整っています。
また、利用された方からは「最初は子どもを預け

るのが不安でしたが、アットホームな雰囲気で保
育していただけたので安心しました。」といった声
もあるとのことでした。
子どもたちが元気ですくすく育ってくれることに
越したことはありません。これからの季節は体調を
崩しやすくなります。「子どもが病気に」「だけど仕
事に行かないといけない」そんな“いざ”という時
にはこうした制度があることをぜひ知っていただ
き活用してもらいたいと思います。

市長 コラム
安芸高田市の
病児・病後児保育事業

今月の

國信施設長から
運営や施設の状
況についてお聞き
しました。
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広島県立向原高等学校
向原町坂丸山10006-1　☎46-2322

吉田高校と向原高校の
特色ある活動を
シリーズで紹介します。

生徒主体で取り組んだ「文化祭」
　10月26日（土）に開催された文化祭では、各学年が「向原高校をさらに
活気ある学校にするには何ができるか」をテーマに取り組みました。企業
などの協力によって企画のクオリティー向上を目指し、購買意欲をかき
立てるPOP作りや効率的な業務分担を工夫しました。当日は昨年度を上
回る来場者が訪れ、生徒たちが充実感を得られるイベントになりました。

向
原
高

校の
魅力を発信しま

す！

地域おこし協力隊
松川 拓馬

Instagram　@mukaihara_high_school

向原高校Instagramで詳しく発信しています！
ぜひこちらもフォローしてください。

大人（他人）と協働するこ
との大切さを学びました。 お客さんに食品を提供す

るには衛生面など意識す
べきことがたくさんあるこ
とを学べました。

自分たちだけでできること
の少なさに気付けました。

将来に生
かせるさまざまな気付きを得ることができました

文化祭を企画した生徒会役員の皆さん

今回のシンポジウムは、講演会やパネル
ディスカッションを通じて、安芸高田市の未
来を考えるきっかけとして開催します。たくさ
んの方のご参加お待ちしています！

□政策企画課　企画調整係　☎・お太助フォン 42-5612問

当日のプログラム

安芸高田の素晴らしいところを生かしたい
吉田高校 1年　永田 俊太郎さん
　安佐北区出身なのであまり安芸高田について詳しく
ないのですが、授業を通じて、神楽や美しい自然など、こ

こならではの素晴らしい面をたくさん発見することができました。一
方で、交通の便が悪いことや遊ぶ場所の少なさ、ごみのポイ捨てを目
にすることが多いなど、課題も見えてきました。こうした良い面と課題
の両方に目を向けながら、市の未来をより良いものにしていきたいで
す。また、一人一人が暮らしやすく、周りの人々を大切にできるまちで
あり続けるように、自分も成長していきたいと思っています。

愛され続ける向原町になるために、駅を活用
向原高校 2年　清家 正登さん
向原町について改めて考えることで、このまちが失われ

ることなく存在してほしいという思いが強くなりました。高
校を卒業して一度離れることがあっても、また帰ってきたいと思える場
所であり続けてほしいと願っています。向原駅は小さいですが、3階まで
ある立派な建物で、可能性を秘めていると思います。ここを活用し、住
民が交流できる場になれば、地域の絆をさらに深めるきっかけになる
のではないかと感じました。一時的な利用増加ではなく、未来につなが
る活動をどう生み出すかも含めて考え、提案したいです。

総合計画策定に向けた今後のスケジュール
2/2（日）

シンポジウム開催
3月

総合計画原案公表
4月

パブリックコメント
9月

総合計画公表
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● 講演会
フリーアナウンサー 久保田 夏菜さん

▶ 市長×アイデンティティー
▶ 市長×若者の挑戦

高校生も安芸高田市総合計画を考えています

● 高校生の施策提案、
　市長とのディスカッション

● パネルディスカッション

2/2（日）
クリスタルアージョ

13：30～

シンポジウム

「総合計画」策定に向けて
 市民と市長が対話する

安芸高田市に移住して6年。2人の子どもた
ちも自然豊かな環境で伸び伸びと成長してお
ります。楽しいと思える毎日が送れるよう、大
好きな場所や人を守っていけるよう、安芸高田
市の未来について一緒に考えてみませんか？

藤本市長

市が取り組む「まちづくり」の最上位に位置付けられた長期計画。
次世代を見据え、行政だけでなく、市民と共に目指すところへ進ん
でいく、言わば「まちづくりの“羅針盤”」となるものです。

総合計画とは
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